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 要  旨 
トラヒックが急増する IP ネットワークにおいて，高い信頼性や経済性は効率的にトラヒック
を収容する高信頼なバックボーンネットワークで担保されていることが望まれており，IP ネット
ワークの高信頼なバックボーンネットワークとして Multi Protocol Label Switching（MPLS）ネ








本論文では，ノード障害を想定してローカルリカバリー方式の１つである Fast Reroute 方式
によってプロテクトされた P2MP‐MPLS パスの経路計算を行う際に，現用 P2MP パスの経路計算と
予備パスの経路計算を交互に行うことにより，整数計画法による経路計算に必要となるバイナリ
ー変数の数を大幅に減らし，十分小さな計算量で経路の最適化を行うアルゴリズムを提案した．




また，リンク障害を想定した Fast Reroute 方式を適用した P2MP パスの経路計算では，経路計算
の早い段階で経路コストが収束することが先行研究において示されているが，本研究であるノー
ド障害を想定した Fast Reroute 方式を適用した P2MP パスの経路計算についても，経路計算の早
い段階で経路コストが収束することを示した． 
 
